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十勝地区における馬の疝痛発生状況
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要 約

十勝地区において疝痛を発症した馬３６頭を対象として、疝痛発症の危険因子および疝痛を発症した馬の予後

に関する疫学調査を実施した。調査の結果から、十勝地区における馬の疝痛発症には、過去の疝痛既往歴、駆

虫剤投与歴、飼養管理の急変などが関連していることが推測された。疝痛の種類別に来院時のヘマトクリット

値を比較すると、便秘疝の馬では変位疝や風気疝の馬と比較して有意に高値を示した。手術実施馬において、

疝痛発症から来院までの時間が長いほど予後が悪化する傾向がみられた。また、予後不良となった馬では術後

経過が良好で退院した馬と比較して、心拍数が有意に高値を示すということが判明した。
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疝痛は馬において比較的高頻度に発生する疾患であり、

１００頭当たりの年間の罹患数は３．５～１０．６例であるとされ

ている［１］。さらに、疝痛は馬の死亡要因の２５％以上を

占めており、運動器疾患と並んで馬の主たる死亡要因の

一つとなっている［１－４］。これまで馬の疝痛に関してさ

まざまな研究結果が報告されている。それらの多くで疝

痛発症には複数の危険因子が存在し、それらが多因子的

に影響することで疝痛が引き起こされるとされてい

る［１、２、５、６］。疝痛に関する疫学調査は世界各地で行われ

ており、日本国内においてもサラブレッドを対象とした

疫学調査の報告は既に存在する［５］。しかし、重種馬が

多くを占める十勝地区における馬の疝痛発症に関する疫

学調査の報告は少ない。また、重種馬の疝痛における死

亡率は、サラブレッド種と同様に他の品種よりも高いと

されている［７］。そこで、本調査は十勝地区の馬におけ

る疝痛発症の危険因子を見出すこと、および疝痛を発症

した馬の予後についてさまざまな項目を比較検討するこ

とを目的として行った。

材料と方法

本調査は、十勝地区において２００９年４月１日～２０１０年

３月３１日までに疝痛症状を呈して帯広畜産大学動物医療

センター産業動物科に搬入された馬３６頭（重種２８頭、軽

種５頭、北海道和種２頭、ポニー１頭）を対象として、

飼養方法、疝痛既往歴、飼育環境などについて畜主に聞

き取り調査を実施して回顧的に調査した。さらに、当科

来院時における心拍数や呼吸数などの身体検査所見、ヘ

マトクリット値や白血球数などの血液検査所見、および

手術実施馬に関しては疝痛発症から手術開始までの時間

を記録し、予後について比較検討を行った。統計解析に

はマン・ホイットニー検定を用い、危険率５％未満で有

意差ありとみなした。

成 績

疝痛を発症した馬の内訳は、３６頭のうち便秘疝が４頭

（１１．１％）、風 気 疝 が７頭（１９．４％）、変 位 疝 が２０頭

（５５．６％）、痙攣疝または原因不明の疝痛が５頭

（１３．９％）であった。疝痛既往歴のある馬は１７頭

連絡責任者：佐々木直樹（帯広畜産大学大動物外科学研究室） TEL／FAX ０１５５－４９－５３７８ E‐mail : naoki@obihiro.ac.jp

（２０１） １

北 獣 会 誌 ５６（２０１２）



（４７．２％）であり、過去１年以内に駆虫剤投与歴のない

馬は１８頭（５０％）であった。また、疝痛発症前に飼養管

理を急変した馬は７頭（１９．４％）であった。便秘疝の馬

における来院時のヘマトクリット値は５５．５±９．９％であ

り、変位疝（４３．２±６．１）％および風気疝（４１．３±９．７）

％の馬と比べて有意に高値を示した（図１、p＜０．０５）。

また、手術実施馬における疝痛発症から当科来院までの

平均時間は、予後不良となった馬では１７．０±１５．３時間、

術後の経過が良好で退院した馬では３．３±２．０時間となり、

予後不良の馬で有意に高値を示した（図２、p＜０．０１）。

来院時の平均心拍数は、予後不良となった馬で７９．３±

２７．１回／分、退院した馬で５３．１±１１．８回／分となり、予後

不良となった馬で有意に高値を示した（図３、p＜０．０１）。

考 察

一般に、疝痛発症に影響を与える危険因子として、疝

痛既往歴を有すること、駆虫剤未投与であること、飼養

内容を急変することなどがあげられる［１、５、８］。馬には主

に馬円虫および回虫が寄生することがわかっており、こ

れらの移行幼虫によって消化管の運動障害や血栓塞栓症

などが引き起こされる。その結果、さまざまな病態を示

す疝痛が引き起こされると考えられている。このことか

ら、定期的な駆虫薬の投与を行わないことは疝痛発症の

危険性を高める原因になるといわれている［１］。また、

疝痛既往歴を有する馬では疝痛を再発する危険性が高く、

疝痛発症馬に占める既往歴を有する馬の割合は４３．５％で

あったとする報告がある［１］。疝痛を繰り返し発症する

馬では、腸壁の構造において生理学的な異常が生じてい

るといわれている［１］。サラブレッド種競走馬を対象に

おこなわれた疝痛の疫学調査において、疝痛発症馬に占

める駆虫剤投与歴のない馬、疝痛既往歴を有する馬、お

よび飼養急変を行った馬の割合は、それぞれ５１％、２５％、

および１８％であった［５］。これらの数値を本調査の結果

と比較すると、本調査における各項目の該当馬の割合は

既存の研究と概ね同様に高値を示しているといえる。こ

のことより、十勝地区においても、駆虫剤投与歴がない

こと、疝痛既往歴を有すること、飼養管理の急変を行う

ことが疝痛発症の危険因子になっているという可能性が

示唆された。

また、手術実施馬における心拍数などの循環器系の状

態が、手術後の予後の状態と大きく関連しているといわ

れている［７］。本調査では、予後不良となった馬は退院

した馬と比較して、心拍数が有意に高いという結果が得

られた。これより、本調査においても心拍数によって予

図３ 来院時の心拍数
数値はmean±SDで示す。予後不良となった群（７９．３±２７．１
回／分）は、退院した群（５３．１±１１．８回／分）と比較して、来
院時の心拍数が有意に高値を示した（＊＊：p＜０．０１）。

図１ 疝痛の種類別の来院時ヘマトクリット値
数値はmean±S.D.で示す。便秘疝では、変位疝及び風気疝
と比較してヘマトクリット値が有意に高値を示した（＊：p
＜０．０５）。

図２ 疝痛発症から手術開始までの時間（hr）
数値はmean±S.D.で示す。予後不良となった群（３．３±２．０
hr）では退院した群（１７±１５．３hr）と比較して、疝痛発症か
ら手術開始までに要した時間が有意に高値を示した（＊＊：
p＜０．０１）。
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後に差が生じているということがわかり、重症馬におい

ては循環器系に過度の負担が加わっているということが

明らかとなった。

来院までに要する時間が生存率に影響を与えることが

報告されている［７］。本調査では、手術実施馬において、

予後不良となった馬では退院した馬と比較して疝痛発症

から手術開始までの時間が有意に長いという結果が得ら

れた。よって、疝痛発症から手術開始までの時間が長く

なるほど病態が悪化して治療困難な状態となり、予後不

良となる可能性が高いということが判明した。

本調査の結果より、疝痛既往歴を有すること、駆虫剤

投与歴がないこと、飼養管理を急変することが十勝地区

の馬における疝痛発症の危険因子として見出された。ま

た、疝痛を発症した場合は早期の診断および治療を施す

ことが望ましいといえる。今後、調査の結果を踏まえて

疝痛の予防対策を検討していきたい。
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